平成18年度地球環境研究総合推進費公開シンポジウム

『地球温暖化から未来をのぞく』

～生活と身近な環境への影響～
日時：平成18年11月30日（木）　16:30～20:00

場所：有楽町朝日ホール（東京都千代田区有楽町2-5-1　有楽町マリオンビル11階）

主催：環境省

趣旨：

　本年度のシンポジウムでは、地球温暖化問題を対象に、温暖化が我々の生活や環境にどのように影響するのか、将来はどうなると予測されるのか等について、わかりやすく紹介いただく予定です。なお、基調講演では、IPCC第4次評価報告書責任執筆者であるJohn E Hay教授をお招きします。
また第2部では、「進む温暖化にどう対処するか？」についてパネルディスカッションを行ないます。パネリストには、第1部講演者の他に、 (独)国立環境研究所社会環境システム研究領域長の原沢英夫氏と気象予報士・気象キャスターの小越久美氏が出席します。
内容：プログラム参照
参加費：無料

参加申込方法：

　住所・氏名・年齢・職業・電話番号・FAX番号・Eメールアドレスを明記のうえ、11月24日（金）までにハガキ、FAXにて下記事務局あてにお送り下さい。あるいは、インターネット（環境省HP http://www.env.go.jp/earth/suishinhi/index.htmまたは（社）国際環境研究協会HP　http://www.airies.or.jp/）にてお申込下さい。先着順に「申込受付完了ハガキ」をお送り致します。

　なお、地球温暖化に関するご質問がございましたら、11月10日（金）までにFAXまたはメールにて事務局までお寄せ下さい。ご質問の多かった内容については、講演、パネルディスカッションの題材にさせていただきたいと思います。

お問い合わせ先：
　社団法人　国際環境研究協会　シンポジウム事務局

　〒105-0011　東京都港区芝公園3-1-13

　TEL:03-3432-1844 　　 FAX:03-3432-1975

  E-mail:sympo@airies.or.jp　　  http://www.airies.or.jp/suishinhi/
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『地球温暖化から未来をのぞく』

～生活と身近な環境への影響～

プログラム

平成18年11月30日（木）16:30～20:00　　有楽町朝日ホール　
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16:30開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境省地球環境局長
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16:35　第１部：講演　（16:35～18:55）＊　　
16:35～17:15　基調講演　
・気候変動：過去、現在そして将来　・・・John E. Hay（ワイカト大学国際地球変動研究所

　　　　　　　　　　　　　学術顧問/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ　茨城大学地球変動適応科学研究機関特任教授　IPCC第4次評価報告書責任執筆者）　 

17:15～17:40　　
・地球温暖化と感染症　　　　　　　　・・・倉根一郎（国立感染症研究所ウイルス第一部長）

17:40～18:05　　
・海面上昇による沿岸域の影響　　　・・・風間 聡（東北大学大学院環境科学研究科助教授）

18:05～18:30

・気候変動は農業にどのような影響を及ぼすのか　　・・・横沢正幸
　　　　　　　　（（独）農業環境技術研究所大気環境研究領域主任研究員）

18:30～18:55　　
・地球温暖化＋２℃　　　　　　　・・・肱岡靖明
（（独）国立環境研究所社会環境システム研究領域主任研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　
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18:55～19:05　休　憩　（10分）　　　　　　　
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19:05　第２部：パネルディスカッション　（19:05～20:00）　＊
　　　　　　進む温暖化にどう対処するか？

　パネリスト：

原沢　英夫（（独）国立環境研究所社会環境システム研究領域長）（コーディネーター）

小越　久美（気象予報士・気象キャスター）
第１部講演者（John E. Hay教授　他4名）

塚本　直也（環境省地球環境局研究調査室長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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20:00閉会挨拶　　
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＊：和英双方向の同時通訳があります。

